
 ⾥地⾥⼭とは、⼈々の⽣活と結びついた⼭林や⽥畑、その周辺地域のこ
とをさします。そこは、主に農業を通して稲作や雑⽊林の管理などにより
⼿⼊れがなされ、⼈々は⾥地⾥⼭から、様々な恩恵を受けて⽣活をしてき
ました。しかし、現在、⼈々の⽣活の変化に伴い、⾥地⾥⼭と⼈との関わ
りが希薄になっているように思われます。

今回の展⽰では、⾥地⾥⼭を含む⾃然と⼈の繋がりについて考えること
を⽬的に、平塚・秦野の⼈々が「⾷」を通してどのように⾃然と関わって
きたのかをアンケート調査した結果を紹介します。    

その結果、地域で採れるたくさんの野草やその調理法を知ることが出来
ました。フキやワラビ、ヨモギ、タラノキなどの⼀般的なものから、中に
は意外な植物！？もあり、経験と知識の元、昔から様々な植物を利⽤して
きたことがわかりました。そして、私達は調査結果を元に、実際に野草を
採取・調理し、試⾷を⾏うことで理解を深めました。

展⽰ポスターでは、⾷べられる野草を、季節を通して紹介しています。
そして、実際に⾷べてみた感想もふまえながら、野草の調理例を掲載しま
した。また、ポスターだけでなく、写真や標本（どんぐりなどの⾷べられ
る堅果）、クイズなども⽤意し、分かりやすく紹介しています。是⾮お越し
ください。
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 現在、平塚市遺跡分布地図では古墳や古墳群が 23 か所掲載され周知されています。平塚市史では過去の⽂献や
現況調査の結果を踏まえ 74 か所を「古墳・古塚」として掲載しています。そのうち⼀部は既に削られたり崩壊し
たりしていますし、未調査のため古墳かどうかわからないものもあります。
 ⼀⽅、平成 19 年８⽉、平塚市教育委員会は、周溝確認調査の結果をもとに「塚越古墳は相模国領域内で最⼤規
模の前⽅後⽅墳と確定した」と発表しました。また⼤神地区では⽜⼭古墳が調査され、古墳として新たに遺跡台帳
に登載されました。 
 地域の⽀配者の墓である「古墳」は、弥⽣時代における集落単位の社会が、河川流域規模の地域的なまとまりに
ステップアップしていく様相を⽰す資料として重要です。全国各地で古墳が注⽬され、多くが史跡として保存され
ているという現象も、「地⽅の時代」を背景にした「地域の歴史を⾒つめなおす気運」に裏づけられたものと⾔えます。
 今回の展⽰では、平
塚市内の古墳に関する
最新の情報をお届けし
ます。
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